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[Xl上に記録する。気象、地理条件などと－．紺に解

併し、地域全体の環境学習とした。

1999年７．８月一SPMと粉じんとの比較、粉じん

カードの試作。11)）各中学校への調盃依執と一

汗合同調査。ｌ２ｌｊ結采の公表、クラブ研究発衣

会で一部結果を発斐。

１．はじめに

１１勤車の排気ガス鞭が都市大気にもたらす影欝

は都TIfWli造を反映しyelIowhalとよばれドーム状

をなした。その原因物質としＳＯｘ，ＮＯｘ，ＣＯ蟹

などの気体や固体成分の浮遊粉じんがある。

浮遊粉じんはheatisIandにともなう気流の影

瀞や粒度による挙勅の違いなど複稚な111]題がある

が、気体成分のように化学的処理によらず、iii単

に同定、定量ができる可能性を持っている。本研

究はそのiWi易測定法と生徒の自主的な環境調査活

動として科学クラブを【|比し､に、自由参加と学校枠

を超えた合同での地域環境調査・学習の可能性を

探った。

4．調査の結果

・観察した粒度10/`、以上のカーボン粒子の飛翔

は遮蔽物の影響を多く受ける。見晴らしの良い、

商い位舩の観測点では多い。１０/４ｍ以下を計測す
る公共機関のSPM値とのｲI1Bll性は測定地点で大き

く異なった。

・鯛在参加率はＦ１真第六中３年生68妬（90％)、

門真第三に'’1年80名（50％）３年103名（60％）

だった。学校枠を超え中学生の手で粉じん分布図

を作った意味は大きいものがあろう。

最後に、研究室時代からご指導いただいた鈴木

善次先生、六中の高本芳明、三中の篠原喜代司両

教縮のご協力に感謝いたします。

2．調査実践の目的と概要

１，２つの校区を南北に縦断する近畿道、ノ<阪中

央環状線などの自動道から排出されるであろう煤

塵の拡散状況を、生徒各[11が自宅付近で渦べ、そ

の結果を持ちよることにより各校区と隣接する地

区の大気環境状態を学習し、地域環境への理解を

深める。

Ⅱ，粉じんカード１）による調査方法の検村（定

遍的方法）無1111のないｐ視観察の限界として粒度

10脚、以上のカーボン粒子のcm2あたりの数litと

SPM値との側係、風力との関係を調べその定Bi(方

法の限界を調べる。
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3．測定方法と調査実践のながれ

粉じんカードを輪転機での印刷、蚊断のしやす

い厚み、耐久性、地区毎に色分けが可能な色数の

竪富ざなどを考慰し、ＡＣカード＃400という厚め

のカラー・ケント紙で作成した。この粉じんカー

ドを生徒各人が自宅に持ちナポリ、約１時'91家庭の

ベランダ等に鰈鑑し浮遊粉じんをサンプリングす

る。同時に鋼森川紙にもとづきLW辺の気温や風|(U

き、騒音の有無を調べる。後[]、科学部が回収し

実体双眼鏡（20倍）で粉じんを同定、定量化し地
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１）｜適明枯椅テープを使った太父ｵｹﾞ染の捌旋」
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